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はじめに

場長渡辺道郎

石油価格の急騰に端を発した物価の上昇とこれに対応する資源の節

約，引いては総需要抑制など一連の景気抑制政策がとられるとともに，

公害行政面での規制の強化などもあって大阪湾への汚染負荷は漸く下

降のきざしが見られるように左うてきた。

府下産魚介類の漁獲は，このような環境の下に未曾有の伸長を示し

昭和49年の総漁獲量は戦後最高の37.000トンに達した。大阪の漁

場面積が約700Knであるから1Km*当り50トン余と云う信じがたい

数字である。

漁痩物の過半数が栄養段階の低いプランクトン食性魚ではあるが，

高級魚と云われるガザミやクルマエビ，ヨシエピ等も数年前に比べて

5倍乃至100倍の増加を見ており，これが皆当場において数年間種苗

放流を行一，ているものであることを考え合せるとき，今更ながら漁場

環境の保全と増殖の努力が如何に必要であるかを痛感させられるもの

である。

当場においてはこのような客観的情勢のもとにあうて各種の試験・

研究・淵査ならびに事業を行ったが，とくに妓近厳しい規制のもとに

増設が認められた関西電力多奈川第2発電所の温排水の影響について

その邸前調査を開始するとともに昨年パニック状態を呈したPCBに

ついて各種の試験調査を行うほか，49年12月に起きた水島にお､ける

三菱亜油流出事故に対処すべく年末から年初にかけて不断の努力を続

けるなど公害問題に対応する調査，研究を亜点的に実施した。

昭和49年は以上のように漁場環境好転のきざしとともに戦後最高



の漁狸量を示したが，他方ではつねに大阪湾に対する新たな負荷が添

加されている現実を忘れることなく，大阪湾全域が名実ともに優れた

漁場であり，優れた自然環境をとり戻すまで絶えざる努力を払うべき

であると信じている。
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浅海定線調査

安部恒之、西田明義、矢持進、城久

浅海定線調査測定位置この綱在は、漁海況予報事業の中の浅海定線調査と

して、内海の富栄養化現象と漁場環境の把握を目的に

昭和47年から実施している。

鯛査実施状況

I.調奇地点

大阪湾全域19点（図l参照）

2．鯛在項目

一般項目（水温、塩分股、透明度、水色、気象）

特殊項目（懸濁物、溶存酸素、COD、NH.-N，

NO句一N、NO．一N，PO.-P，Total-P、プNO,-N、NO.-N，PO.-P，Toti

ランクトン）

*NH4-N、NOo-N、NOj-N、pi

過水を測定

3．鯛在回数

一般項目.．……･毎月1回

特殊項目．････…･年4回（2，5．8.11

4．測定刷

水温・塩分笹……0.5.10.20.30m,

特殊項目……褒厨、底層

5．旗査船

船名･…･･はやて（39.97

トン230馬力）

船長…･亀･戸口明美

機関長……

榊昭彦

乗組員･…・・
洲

奥野政喪、

辻利幸
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調査結果

一般項目測定結果

特殊項目測定結果

プランクトン検鏡結果

付我I

付殺2

付表3

結果の概要

1.水温・塩分・栄養塩等の季節変化

（水分・塩分）

水温、塩分のの全点、全府平均値の変化をそれぞれ図2，図3に示すo1974年（昭和49年）の水

温変化をみると’72,’73年に比較して、2，3月の水温が低いことが目立つ。これは1,2月の平均

気温が前2年より約2℃低かみたためである。水温の季節的な変動は当然のことながら気温の変動に

対応し、半力月程度の位相の遅れがみられる。

’7‘1年の塩分は低かん状態

になった8月を除いて大体
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32蛤前後を変動している。

大阪湾の平均的な塩分浪度

は湾奥河川水の流入状況と、

友ガ脇水道からの外海水の

侵入状況によって左右され

るが、塩分の大きな低下は

200r..以上の尚雨吐のあっ

た翌月に起っている（例、

’74年8月、’72年8月）。

(栄養壇、DO、COD、透明

度）

図4に11H<-N,NOo-N,

UO.-N,PO4－p(いず

れも溶存鯉)DO,CODの

表．底I尚別全点平均値の季

節変化および透明度の全点

平均価の月別変化を示す。、

表臓の栄養塩漁度は、いず
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表胴の栄養塩濃度は、いずれも夏季低〈、冬期に高く、底層ではNĤ -N,PO.-P漉度が夏季高く

なるという一般的な傾向は変っていないが､､'74年において股も特徴的なことは、8月に底刷の
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po.-p漫度が貧酸素化に伴って平均3U9-a.CYlと極度に増加していることである。この時湾奥海

域では、底層酸素飽和度は10筋以下になり、PO.-P濃度は最大10nv-vx/eにも達している。

CODについては'74年も5月、8月の観測時に大規模な赤潮が発生していたため表層のCOD値は

平均2．5ppmと高くなっている。

大阪湾の透明度の低下はほとんど赤潮の発生によゐておこるが、’74年も平均透明度が4m以下の

時は大規模な赤潮が発生している。

2．塩分分布の特徴

塩分（全平均値）の月別変化であらわされた’74年の海況の特徴が分布の上ではどのようになるか

をみるために、各測点毎に鉛直平均の年平均値を求め作製した塩分分布図（鉛直年平均値）を図5－

(1)に示す。湾奥低かん水が東岸よりに舌状に張り出し、湾口部では淡路島よりに外海水が浸水する、

増 螺

DmE

大阪湾の時計回りの恒流に従った特徴的な分布が

みられる。これを前2年と比較してみると、’73

年の鉛直年平均分布（図5-(21)パターンは'74

年のそれと類似しており浪度もほとんど変らない。

一方低かん化の特徴をもつ'72年（図5-13))は

分布パターンは同様であるが、濃度は0．5～I始

程低下している。このように大阪湾では各年によ

って全体的な漫度変化はあってもその分布パター

ンはかなり定常的なものと思われる。

－4－
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曲9

図5－(3
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3．栄養塩観測月の特徴

栄養塩の測定を行なった2月、5月、8月、i1月について、水温、塩分、酸素飽和度、HH.-H，

HOz-N，NOa-N，PO.,-P，TO℃al-Pの表、底層別および表脳COD，透明度の水平分布図を図

6に示す。戎た、各項目の雌大価、最小値、平均値を表－1に示す。

（2月）稗中央部から湾奥部にわたってSk⑧1etonemacostatum等の1N殖がみられたが赤潮にはい

たらず、したがって表臓の栄養塩の分布は塩分分布とよく対応している。（図6－(1)）

（5月）この観測時にはSkeﾕ⑧tonemacostatum，Qymnodiniumlacus芯re,を優占種とする赤

潮が南部海域に蚤で発生していた。酸素飽和度（表層）が120儲以上の海域が赤潮発生海

域である。このため表層のHH,-N，PO.-P浪度はプランクトンによる取込みの影轡を受

け低下しているが、HOo-N，HOo-Nは塩分分布とよく対応している。これはこの赤潮

楓がN源としてNHj-Nを選択的に吸収しているためと思われる。CODの分布は破素飽和

度の分布と対応していることからCODの増加が赤潮の発生に起因することがわかる。

（図6-121)

（8月）7月の商雨批のため表臓の塩分漫度は極度に低下している。この観測時にもSkoletonoma

costatum,Leptocyllndrusdanicusを優占種とする大規模な赤潮が発生していた。この

ため表層のNH4-N,、PO.-P漫度は低下しているが、NOo-N,NO3-Nも5月と異なり、

赤潮籾に上る取込みの影塀を受けたと思われる分布となっている。一方底I蘭では北部海域

で極度に貧酸紫化しそれに伴ってPO.-P,NH.-Nの漫度が瑚加しているoNOo-N,

NOg-Nでは飽和庇に対応した分布はみられず、中部海域に高鰻度域が出現している。

（図6-13))

(II月）赤潮は発生してないため、表層の栄養塩分布はいずれも塩分分布によく対応している。底

屑の栄養塩は貝塀以南の沿岸部に比較的高い渥度域がみられるが、同海域で水温、塩分と

も低いため、栄養塩浪度の高い河川影響水が同海域に取り残されたためと思われる。

（図6－(4)）
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表1．栄養塩等の殿大・最小・平均値

水温℃

表N 底層

塩分9

表Ⅲ 底層

酸素飽和度
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1'9-0-%/i
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N0,-1

〃9-“/I
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NOs-l

//9-at/<

表）画 底）

PO.-P
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自動観測調査

1)気象・海象の定置観測

安部恒之，西田明義

大阪湾の海況の変動把捉と予測に役立てるための定点における気象・海況の連日観測は、48年から

海況観測の自動化が行なわれ、より正確な怖報が測られるようになった。49年には気象の自動観測化も

なり、50年からは定催観測はすべて自動化される予定である。

観測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926-1

大阪府水産試験棚(N3419'12'',E135．7'24''）

観測項目

気象：天候、雨:,c，風向、風力、気温

海況：水温、塩分

観測頻度

気象：毎日1回午前9時

海況：毎日‘1回(03．09.15.21時）

蕪水温、塩分は連続妃録されるが上記‘1回の読取値を用いる。

観測結果

付表‘1のとおり

結果の概要

‘18年から水温・塩分については自動連続観測が行なわれ、‘18年から水温・塩分については自動連続観測が行なわれ、かなり柵度の高いデータがｲﾘられるよ

うになり、これに.”短周期の海況変動の実態についてもある程度の把握が可能になってきた。ここ

では49年の水温・塩分の変化を48年のそれと比較することによっていくつかの特徴をあげる。

（旬平均値の変動）

図1-0)に水温の旬平均値の変化を示す。

6月、I0月、12月下旬を除いて、49年は48年より水脇は低く、特に1.2月は約2℃も低

－13－



いことが目立つ。この変動は気温（句平均値）の変動（図’一{21）とほとんど1:1に対応して

おり、水温における両年の相違が気象要因に大きく左右されていることがわかる。

塩分については（図1-(3))、6月萱では49年の方が商かんで7月以降は逆に48年の方が

商かんであることが特徴である。これはいいかえれば48年後半から49年前半にわたって約33

%の商かん状態が続いたことをあらわしているが、この理由の一つに48年後半期の雨吐が少な

かったことがあげられるが（同図）相対的に外海水の流入が卓越していたことも考えられる。

（日平均値の変動）

水温・塩分の日平均値（4回）の変化を図2-0)～図2-(6)に示す。日平均値の変動をみると、

7月以降の49年の水温、塩分は48年に比較してかなり大きく変動している。短周期の変動は

夏季においては塩分の低下と水温の上昇が対応し、（例えば7～8月図2－(4)）冬期においては

塩分の低下と水温の低下が対応している（例えばI1月～12月図2-{6))ことが特徴である。

これは夏季においては高温・低かんの、冬期においては低温、低かんの特徴を持つ沿岸・河川影

轡水とその反対の特徴を持つ外海水の移動、および両者の混合過程をあらわしているものである。

”
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2）大阪湾海況の自動観測

安部恒之，城久

48年3月、伍lの補助を受けて大阪湾に設置した海況自動観測ブイによって水温、塩分、PH、澗

向、流速の連続観測をおこなっている。この連続観測データを解析することにより船舶による観測て

は把握できない海況変動の実態をあきらかにし、赤潮発生等水質汚濁現象を監視することが可能であ

るc

股置場所

（ブイ局）

大阪府泉佐野市阪南港泉佐野沖防波堤灯台上り真方位

E13506'09''）水深18m

（基地局）

大阪府泉南郡岬町大阪府水産試験場内

290,5Km(N,3426'51''

諭騨聯鼎撫廃鳥
喚砂密鐸内？参和ロ

訓1

為認

図｜慈蒋課阿設置鏑図
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観測項目等

（表層｡．…・I”）水温、塩分、PH、流向、流速

（底晒･…･･17m）水温、塩分

毎正時1日24回観測

システムの概要

このシステムは海上に設置された観測フ・イ局と、陸上においてデータを受信し印字する基地局により

構成される。

ブイ局は測定器と、電子回路、無線遮送機器、電池等を塔載したアルミ製のブイ本体とで構成され、

基地局からの指令で観測し、データをデジタルパルス符号に変換し、基地局に送信する。

基地局は、30分、1時間、3時間のいずれかに設定された時間間隔で、ブイ局に観測指令を出し、

受信データを数値変換し、タイプライターで印字する。

これらの操作は、すべて自動的に行われるが、手動による任瀬時の観測も可能である。

観測結果の碩要

48年(1973年）の表層水温・塩分の日平均値の変化をみると数日から10日程度の周期変動が目

立ち、その変動は、券・夏季では塩分の低下と水温の上昇が対応しており、この海域における海況変動

が湾奥河川水の消長に支配されていることがわかゐた(48年度巾業報告)｡日平均値の変化にみられるこ

のような特徴は49年(1974年）においても同様にあらわれている。

ここでは48，49年のデータから、この海域のマクロ攻海況変動の特徴を知るために水温、塩分の何

平均値の変化について検討する。図2-0)は水温の旬平均値（データ数約240個）の変化である。平鎗

最低水温は49年の場合2月に出現し、表層で約7℃、底層で約7.5℃であり、平均最高水温は表層で

8月に約28℃、底層ではやや遅れてあらわれ約27℃となる。水温躍層の形成期は4月下旬から8月

童でで、6．7月に最大5℃の差ができる。10月から3月頃堂では水温逆転期にあるが、鉛直差は最大

1℃程度である。

ブイ設置海域の水温変動が他の海域における変動とどのように異なっているかをみるためにブイ基地

局のある水産試験場地先（図1)で行なっている定置観測（水温・塩分自動観測）の水温旬平均値も区

2-0)に示してある。表層の水温を比較すると、5月上旬から9月上旬室では、ブイ水温の方が定置水

温より高く、逆に10月下から4月下旬宙では定置水温の方が高いことがわかる。夏は内湾水が水温ガ

高<、冬は外海水が水温高いということを考慮すると、このことは、定置観測点が外海水の影唇を強く受

けブイ点が湾奥水の影響域にあることを示している。

塩分の旬平均値（データ数約240個）の変化を図2-12)に示す。底層はほとんど32船台を変動して

いるが、表層の変動は大きく時には28船台に低下し、全体として32鈴以下である。表層塩分の大き

－19－



な低下は、句別降雨ftの変化からわかるように、降雨ttの多い時に起っている。（例48年4月.5月

49年4月，（6月），7月，（8月））。定磁観測点の表臓はブイ表肘の変動と大きく異なり、むL

ろブイ底I櫛の変動と類似している。このことからもう・イ設股海域が上wを密度の小さい湾奥河川影霧亦

が支配する内湾的性格をお､びていることがあきらかである。また、う.イ表肘で48年8月から49年2

月壷で定侭観測点では49年6月戎で比較的聞かん状態が焼いているが、これは48年夏季に降雨Ill*

少なかったためと、外海水の施入が卓越していたためと考えられる
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大阪湾漁場水質監視調査

西田明義

この調査は毎月1回定期的に大阪湾海域を航行し、調査船に設置した自動観測機器によって海況を連

続、自動的に測定記録するもので、湾奥汚濁水の動態、赤潮の発生状況等を把捉することによって湾内

漁場の水質を監視している。大函醗”悔図魚
1）点の位迩

観測項目と測定層

水温、塩素量、PH、濁度（以上自

動観測）、水色、透明度、C0D(9J

験室分析）を測定した。

採水届はいずれも海面下70ca

観測海域と観測地点

自動観測項目の測定値は航行海域の

→埋立ｴ事により喪更(49年q月刈

軌跡上に連続記録される力’

紋のと九・n、計26地点を

した。
旬

'I定点
観測回数

懸月I[<JI(中旬）、1回

～2日間で行う。

ずふ〃
”欠協

観測結果

付表5のとおJ>c

②一【-】

N己

2一一 図1観承'1怠図
・印のゑ1虻。、測足
(注》便五$算'K8Iz叛冷
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赤潮に関する調査研究

0大阪湾赤潮発生状況調査

西田明義，安部恒之

この調査は、大阪湾の水質汚濁現象の一つである赤潮の発生状況をより詳細に把握することを目的と

して48年度から「赤潮情報交換事業」の一環として行っている。

調査の方法

発生状況を把握するための情報収集はおもに以下の方法によって行った。

①赤潮パトロールによる情報収集

4月から10月室で毎月2回水試調査船により大阪湾をl周する確認調査

②洩海定線調査および漁場水質監視調査時における確認調査（それぞれ毎月1回）

③赤潮情報交換躯業における協力漁協等による通報

調査結果

昭和49年1月から12月をでに確認された赤潮について、発生海域、水色、優占種等の状況を表一

1に示す。これら確認された赤潮の発生海域を図示したのが図lである。在た、年間の赤潮発生状況に

ついて、月別発生件数、構成プランクトン別発生件数としてをとめたのが表2である。昭和49年は2

月、12月を除いて毎月発生し、合計33件が確認された。47年の19件、48年の27件に比較し

て潮加しているが、これは調査回数が増加したことも原因の一つと考えられる。合計33件のうち

Skeletonemacostatumを最優占、をたは優占種とする赤潮が25件を占め、うち1件は最大個体数1

“当り7万個の赤潮であった。その他大規模な赤潮では5月下旬にProrocentrumminimum(最大個

体数ICC当り12万個）、6月下旬にOlisthodiecusep.(最大個体数ICC当り30万個）によるも

のが確認された。

（注）48年度靭業報告に示した「48年の赤潮発生状況総括表」（24頁）の中で赤潮構成プラン

クトン別発生件数については表3のように訂正する。

－23－



49年1月～12月玄で確雌のもの(2月.12月は赤潮発生なし表－1昭和49年度赤潮発生状況

１
１
侭
．
－
１
９

赤潮斑 発生砺遡ハ 発生海域 水色 透明II プランクトン優占桧とその細胞&』 被害のｲ『飼 偏沙

‘10年1月6日～8
飼胸～阪剛町脆崎を結ぶ（NMum～泉佐野沿ク

を除く）以北海自
ｵ・リープ色

7

2．0～3，I Bk⑪1⑧じon⑪maCO4DLuLuE
餓大cU110／

2．5×I（
なL 赤N

1月16日～171
仲jJ～泉佐野を鮎ぷ以北海域（赤潮発生海域9

塊界不明
オリーブ色 1．‘1～3． l;kfD10tOnOm田cOULntu臣 2．×I（ 象L 赤N

3〃4日～7E 仲ﾉ壬､阪耐町j鈎沖を経て貝塚に至る以北の海射 オリーブ色 1.2～2．8 3k⑧10℃0，0鰯aCOntntllg 3×10 な【 赤N

3月14日～I6E

仲ﾉ別～西宮に至る海域

大阪～堺に至る海劇

収大亦～販Hi町j歯に至る海山

オリーブ色

オリーブ色

オリーブ色

２
２
３

一
一
一

８
５
９

3k⑪1⑧tOn⑪mILcO81Lutu区

〃
″

2×10'

2.5×IC

1.5×IC

なL 赤関

4ハ15日～釦E
神戸自稗町淡蛤に至る以北海力

(赤潮発生海域境界不明‘
オリーブ色 1．3～21 Sk⑧l⑧七on⑧弓巳coBEaEl 5×1（ 左L 赤ﾛ

4〃15｛ 堺ill出島漁瀧I 堀雌色 A仰t⑪romOnR80CIl I×I（ あり 赤N

‘1ノ】23日～燭旧
荊察～泉佐野を総ぶ以北海q

後略楠本～淡路佐野沖海創

ｵ・リープ色

オリーブ色

1.5～3．1

Ip6～3．1

Bk⑥10色on⑧画aCOntfn色uE

〃

5×10

1×10
をL 赤脚

§ 5J)7B～8階
仲｢'～淡路仮賊沖を経て眠m町足埼に至る以Ⅱ

の海域
オリーブ色 1．1～3．1

Bk⑰1⑥EOn⑧mnCOlltI1Lu丘

qy画、。dユniu=ﾕaCuntrO
左L 赤間

5/]11日～18旧
f'～岬町淡輸に至る以北海域（赤潮発生海身

塊界不明
オリーブ、 0．9～3．5

3k⑥1⑧EOn⑧=aCOntaLu屋

(}y画nodinlu己1札cuULrO

(Noctilucancintlllutiu励郁的発生；

4×10

なL 赤月

10－

10－

5月22日～釦旧 罰磨～貝埋を紬ぶ以北海域から神戸～洲挙拝甫

縄て岬町犀日に至る海自

オ・リープf
グ

くらいあ力･みq
プジウら

1．5～3.Z

O.‘1～2．9

0y画IhodlnAu画1aCuUtre

PrOrOCOnLru画画1，1画u回

〃

l×10

5×10

1．2×I

をL 赤門

11 6月3日～4日
#H～淡路埋国沖を経て岬町淡帖に至る以北制

域、炭路楠本～漣に至る柚j湖
くらいおかみ’
ブラウン

1．0～3．1

oyrOd1n4u回Br

skO1e℃on⑥邑aCOpLatu画

PrOrOcencru菖昼4，1口uヨ

5×1［

4×IC

３
４
産L 赤月

12 6/!12F
MT'～限I町雌崎に至る以北柳川

(赤潮兄生海域境界不明I

オリープセ
くらいあかみq
ブラウン

1．5～3.（
Bk010tOn⑥mnCOlDtnもu、

O1AgthOd40CuB⑪P
なし 赤胤

I： 6〃20日～21喝 明樹間挟部か上び湾口稲を除く海域

オリープビ

くらいあかみq

プジウン

0．2～2.‘1

Oﾕ1回E毘OdlOCuB0P

Bk01oton⑪ヨaCOUtntu回

G了重nOdlniuﾖ皿P

3×10

5×10

５
４

あ 赤閲

14 6〃26【
神戸和醐岬伸～大和川に至る以北海力

堺沖～岬町淡輪に至る沿ハサ抑h

くらいあかみq

プッウン

オリーブ@

1．1～3．0

2．1～3．0

“｡,･迄｡風｡己acootatu=4×’0

PrDOrOConLru回Lrl⑪【】也inuE

I〕rOrC⑧ntrumm1nlmum

なし

赤鳳

騎赤側



I

I

7月1日～21

7月11日～121

日曜沖～阪耐町尾崎沖に至る海力

南海町～岬町に至る地先淘』
淡路仮睦沖

西宮おエぴ神戸沖～泉佐野に至る海域

(赤潮発生海域境界不明

オリーブ狸

オリーブg
オリーブ2

鈴 いあかみのウシ

こいあかみの戎
いだし

1．5～2．

３
３

0.5～2．

jProrocentrumo
O1i七h．dlBCu⑧

Prorcentrum

ThalaBaioBi

trl⑧tulnu

Ｉ
Ｉ
Ｂ
⑧

trユeBtlnu画

raar

9k⑥1

NoCt

OnemaCOetatup

uCapclnt111une

2×10

5×10

5×10

5×10

な’

左L

弱赤～赤潮

赤N
赤潮き.み

輔赤～赤潮

Ⅱ

7H17胴
淡路塩曜～阪南町“に鎧る以北海輔

険路塩屋沖から淡路塩雌沖を縄て阪南町箱作I
至る海趨

オリーブf

オリーブ9

1．7～31

1．9～3.（

8k⑧letOn⑧maCOBtatum

M⑥Bodinlumrubru回

鞭毛虫
ueBOdユniumrubru園

硬毛虫

4×11

2×11

なし 赤別

I 7月23日～露日 淡路塩犀～和歌山依吉埼に至る海期
オ
心

0．8～3．0 Ek⑧1eton⑧macoUtatup 7×11 あり 赤N

１
１ 8ノ11日 泉佐野沖海域（赤潮発生海域境界不明 淡黄（ Skeletonemacogtatum なし 赤N

20 8月2日 岬町地先海域（赤潮発生海域境界不明
オリーブ色・くら
あか”プラゥ

1．7～2， MeeOdlnlumrubrum なし 赤ハ

2 8月5日～81 神j玉～岬町に至る海削
オリー毛･くら
らかみのプラ

ン・暗緑僧

1．0～3．

SkeletOn⑧maCOBtatum

I』⑧ptocyユindruedanlcul
M⑧eOdlnlumrubru団

あり 赤N

理 8月12日
神ﾉｰj～岸和田に至る以北海

（赤潮発生海域境界不明

才Iノーブ色一くら
あ力麺プラウ 1．1～3．

Sk⑧1econ⑧maCoBt己tu画

【』⑧pC◎Cyllndru⑧aF

縦毛笠

なし 赤N

溌
一
卸

25

8月21日

8凡30日～31t

7月下旬～8月中和

神戸～泉佐野を結ぶ以北海‘

BilfJ町地先海域（赤潮発生海域境界不明

I､脱町～阪南町尾崎に至る地先海慰

オリープ

ー

一

ー gke1etOn⑧maCOOtatum

Ol1七hOdiBCu8I】ド〕

ー

なし

なし

あり

赤I

赤K

澄ﾛ

26 9月。1日～5『 仲戸～阪南町箱作に至る以北の海削
灰色・くらいi
かみのプラウ：

オリーブ（

1．1～2．J gkeleton⑥maCoU上a也u画 左し 赤潮

訂 9月12日～131冒 神戸沖おエぴ大和川沖から阪南町“に至る＃
域（赤潮発生海域境界不明

オリープ 1．2～2． Skeユe℃one画aCOetatu画 2×I’ なし 赤潮

28

四

9月18［

9月鋤f

淡路仮屋～淡路佐野に稲る海1

堺～泉佐野に至る海岨

阪南町尾崎～岬町淡輪に至る海h

（赤潮発生海域境界不明

オリーブ

オリーブ色･くら
ら力みのプラウ

あさいあかみ

茶色

2．

2.1～3．

ー

Bke1etonomacoobatum

BkeletOnemaCOecatu画

別⑧godinユumrubruE

2×11 なし

なし

赤潮

赤潮

釦 10月2日～3日
淡路堀屋～仮屋沖に至る海I
神戸～堺を結ぶ以北海力 オリーブ 1．4～3．

Ske1etOnemaCOg℃atum 怠し 赤潮

31 ID月15日～16日
神戸沖～泉大津沖に至る海力
（赤潮発生海域境界不明

オリーブ（ 2．1～3， SkO1⑨tOnemaCoUCa七u画 たし 赤潮

32 10月20日 大阪湾奥部、湾南東剤 なし 赤潮

33 11月29日 岬町淡輸沖～深日沖(IIKm沖 レンガ MeeOdinlumrubruE なし 赤潮



表－2昭和49年の赤潮発生状況（年Ill])総括表

1．発生継続日数別赤潮発生件数

2．月別赤潮発生件数

3．赤潮榊成プランクトン別発生件数

注：プランクトン別発生件数の多いのは1件2種以上の構成によるた虻

表－3昭和48年赤潮構成プランクトン別発生件数（訂正分】

－26－

5日以P 6～10日 11～30日 31日以上 計

発生件数

うち漁業被害を
ともなったもの

29f

31

3Sfl

5件

1ノ 2月 3｝1 4ノ 5月 6族 7j 8月 9ノ 10月 II 12 8

発生

件数
2 2 4 31

I プランクトン名
発生

件数
厳 ブランクトン：

２
ｉ
発
件

Skeletonemacosmnlロ 25側 PⅡ℃rocentrumtriestimﾕ、 2件

“
■
“
■ MQ且aiiniumrubrur Astero唖皿BBp．

３
－
４

Oﾕﾕsthodiscusop

Oymnodiniumlacuetr*

|〕 ThalaaeiosiI五ep.

Lep℃ocylindrusdanicus

■
”
一
己 Prorocentmmminlm1】『

恥ctilucaBCintillani

３
－
２

Leptocylindrusep.

硬毛虫

7 Oymnodiniumsp 14 赤潮種不明
草
Ｕ
“
■

」 プランクトン圭
発生
件数

班 プランクトンヨ
２
－
１

発
件

Skeletonemacos煙り】T 21件 Oymnodiniumlacustre 3件

4
■ Thalassiosirasp Leptocylindrusminimus ：

： ProrocentrumCrieg耐n11TT Ceratiumfurca
□
■
“
■

Peridiniumsp Mesodiniumrubrum 2

■

； Noctilucaecintillan 0 そ の1 7
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2）大阪湾における赤潮発生機構に関する研究

(1974年8月定点連続観測結果）

城久，矢持進

大阪湾に発生する赤潮の実体については1968～1969年に総括的な調査を行ない、大阪湾の環境条件

と赤潮出現稲、その分布および季節変化等について明らかにするとともに20日Ⅲlの定点連続観測から

経時的な水塊変動にともたう赤潮の滴長を観察し、赤潮発生にいたるメカニズムについても予備的に検

討した。

しかしこれは一点の連続観測であるため環境やプランクトンの経時変化が水塊内での変化か、水塊移

動による変化が定点の時間的変化として現われたのか区別することが出来ない等の難点があった。

赤潮が発生する内湾水塊中において水温・塩分等の保存性の要素や栄養塩神の物質収支に影響をおよ

ぼすプロセスとして水平方向の対流・拡散・鉛直方向の拡散、生物による取込みと分解が考えられるが、

これらの因子を分離した観測に上って赤潮発生時の環境条件の変化を別個に把握できれば、その発生要

因の動的過程がより明らかにされるものと考えられる。

このため今回の調査では一定点の連続観測と並行させて漂流ブイによる漂流点観測と室内実験による

生産i.'cの測定を行ない、赤潮発生時の環境条件、発生機柵の一因を探求しようとしたものである。

なおこの捌査は東京大学工学部化学工学科西村研究室（代我西村肇助教授）と共同で行なったも

のであるc

観測方法

(1)定点連日観測･･…･貝塚沖2Kmの海域（図-1参照、水深1277.)に観測定点を投定し、1974年8

月12日～19日までの|H1毎日午前10時に定点で7JK0.2,4,6,8,10,底I側）の垂直観測を

行なった。

(2)漂流点観測…･･…･定点に到若時に2万I層に抵抗板をつけたブイを漂流させ、3時間後の漂着点で定

点と同一の観測を行なった。この観測は定点で観測した水塊の状態がその後3時間のあいだにど

う変化するかを漂流ブイによって追跡したものである。

(3)生産ill測定･…･…･定点観測時の表層水(Om,27"肘）を実験室に持帰り室内水柵（訂℃,lO.OOC

Lux,6時間）でウインクラー法に狸って生産微を測定するとともに、淡水流入による海水の

稀釈がプランクトンの畑航におよぼす影評を尖征するため、現場海水を蒸葡水で15銑，13銑に

稀釈したものについても同時に測定した。
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鯛査・測定項目

水温、塩分、濁度、PH、溶存酸素、NH.-N，NOo-N、NOg-N、DON、PO.-P，DOP.

POP，クロロフィルーa、生産力、プランクトン（穏類および個体数）

胴査結果

測定観測結果を附表6に示す。調査結果の概要は下記のとおりであるが、その詳細については大阪府

水産試験場研究報告第5号に掲載する予定である。

(1)躍層形成時における大阪湾中部沿岸海域の鉛直水塊構造は前回調査時と同様に高温・低かん・酸素

過飽和・貧栄養の表層水と低温・高力ん･貧酸素・栄養塩過多の底層水塊に分れていて異質の水塊が重

なっているが、その躍層が形成される水深は日々変動している。しかし台風が接近し風浪が強くなる

と水深12～14mの沿岸部では1日以内に上下均一となり躍層は消失する。

(2)曜層形成時の底層水塊が貧酸素となり、かつ栄養塩漉度が高くなるのは、上層から沈降する有機物

の分解と底泥からの溶出が考えられるが､A0U4以上の無酸素状態に近くなるとPO.-P'dま底泥か

らの溶出の占める比率が大きくなる。

13)無機窒素ではNH.-Nの占める比率が高くなり、NOo-N、NOo-Nが減少する｡しかし無機三態

／
窒緊ではAOUと直線関係がみら乳NH.-Nのm加は見かけ上NOg-N、NOg-N転換と考えられる。

底層水の酸素飽和度が5妬以下となった8月14日の底層水塊では脱窒作用が行なわれている状況が

観測された。

(4)表層の栄養塩優度が急に高くなった18日

以降にプランクトンの純生産は高くなり、2

日後には赤潮を形成したが、窒素塩が不足気

味の海域ではプランクトンの純牛産量は前日

の無機3態窒素濃度との関連が深い。雀たこ

のような海域ではプランクトンはその潮殖に

有機態の窒素も利用しているようである。

(5)淡水の流入による海水の低かん化は赤潮の

直接的な誘発要因ではない。今回の観測結果

では栄養塩類等が蓄積された底層水塊の上下

撹枠が行なわれ、表層水に供給されたことが

赤潮を誘発したものと考えられる。
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3）大阪湾に排出される汚染負荷量の推移と海域環境‘

変化について

ウ 久

大阪湾に流入する汚染負荷量を排出源別、汚染物質別、年次別に試算することによって汚染負荷量の

推移を明らかにし、その結果海域環境がこれに対応してどのように変化したかについて検肘した。

との縄査は「庚林水産生憩系における汚染物質の循環と指標生物に関する総合的研究」の中で、閉鎖

水域において汚染物質が物質循環系内で果している機能を明らかにする研究の一環として、国の委託に

より行なったものである。

汚染負荷丑の試算方針

今回の試算はフレーム、原単位等によって求めた発生負荷量に除去率等を乗じた排出負荷量について

求めたものである。汚染物質はBOD,COD,SS,N.Pの5項目とし、その排出源を生活廃水、産業

排水、家畜廃水、農地排水(N,Pのみ）の4つに分けて昭和30年から47年左での18年間につい

て試算した。

なお区域は大阪府全域とその水系が大阪湾に流入する兵庫県12市町を対象とし、淀川、大和川を通

じて流入する京都・滋賀・奈良の3府県については考慮していない。

調査結果

調査結果の概要は下記のとおりであるが、その詳細は大阪府水産試験場研究報告第5号に掲載する予

定である。

(1)大阪湾に排出される負荷量は昭和46年にBOD712V日、COD484t/日、SS621シ日、N215

ソ日、P24.5℃/日となった。このうち兵服県の寄与率は約％である。またBOD、CODでは産業

排水が6割前後を占めるが、Pは生活廃水の占める比率（66冊）が高い。

12)排出負荷品の推移は昭和30年から46年室での17年間にBOD，COD，SSが2.5～3.0倍にな

ったのに対し、N-Pは3.4～4．1倍と栄養塩類の瑚加が著しい。これは一般項目では生活廃水が昭

和40年以降横ばいになるが、N・Pでは殿近にいたる迄産業排水と共に生活廃水も着実に増加して

いるためである｡．

(3)汚染負荷赴の瑚加に対応して海域環境も変化している。透明度は湾全域の平均値で10年間に0．5

mのIJ合で低下する傾向がある。

海域的には湾中央より西部および泉南地先の海域が15年間に約1m低下した。

14)Pは過去20年間に湾奥部海域で約5倍の温度珊加を示しているが、別途見積った流入負荷や、今

回試算した排出負荷量の倍率とほ普等し〈、負荷量の珊加がその室込の比率で海域環境の浪度増加と

なってあらわれている。
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PCBに関する試験研究

1)養殖ハマチの餌料によるPCBの蓄積と排世について

矢持進，石渡卓，城久

大阪湾に生息するカタクチイワシは、その測獲量が全漁獲量の半数以上を占める最も亜嬰な魚甑の1

つであり、主にハマチ養殖用餌料として利用されてきた。

しかしPCBによる汚染が広く内湾の魚介類に影辱を及ぼしていることが明らかになって以来、一部

の養殖業者には大阪湾産カタクチイワシを'､マチ養殖用餌科に用いることによって内湾魚の暫定基準を

オーバーすることについての懸念が生じている。

汚染物質の体内浪縮は亜金属等で、すでに鯉められており、生態系にも多くの影響を及ぼしているが、

PCBの体内浸縮と食物連鎖の関係は生理学的にも興味のあることであると共に、大阪湾カタクチイワ

シ漁業者、ハマチ養殖業者、一般消費者にとっても、をた重大な問題となっている。

そこで、PCB狸度の異なるカタクチイワシを連続的に投与して、ハマチを養殖し、経日的にハマチ

の体内鰻度を調べることによって、大阪湾産カタクチイワシの餌科としての安全性、餌料浪度による体

内濃縮の状況について検討した。をた蓄積試験終了後、マウス等で知られている薬物代謝促進剤を投与

して排世試験を行い、一旦体内に蓄積したPCBがその後どのような経過をたどるかについても若干の

検討を加えてみた。

材料及び方法

1．供試魚

和歌山県下で採取された、平均体長18．8画、平均体重89.09のハマチ当才魚を供試魚として用い

た◎

2．飼育実験方法

in蓄積試験：ハマチ約1.200尾を与える餌科のPCB濃度によって、高濃度餌料投与区(A区）、

中渥度餌料投与区(B区）、低漉度飢料投与区(c区）の3区割の小刻生賓に分け、1974年8月

3日～I0月12日室での間、試験場地先海域で養殖した。餌料は漁業協同組合を通じて購入した

カタクチイワシにビタミン強化配合餌料を9：1の割合になるよう混和したもので、原則として毎

日、朝夕2回、残餌のないように注意しながら投与した。各区に投与した餌料のPCB渥度、採取

年月日、及び採取海域を表Iに示す。分析用試料は、試験開始時10.20.30,40.50及び70日目の計

7回、8～10尾ずつ採取し、分析時浅←20℃で凍結保管した。

－33－



12)排世試験：蓄積試験終了後、高鰻度餌料投与区のハマチ150尾を屋内パンライト水櫓中で25尾

づつ、通気しながら流水飼育した。区画は投与する餌科によって、ﾌｪﾉパﾙピタール添加低温度餌料

投与区､低濃度餌料投与区､及>'無投餌区に分けた。各区の飼育尾数は50尾である。ﾌｪﾉバﾙビﾀー ﾉitt5

日にIf腿原則として、ハマチが体砿1噸当たり鋤呼を摂取するよう投与餌料に混和して与えた。その

他の投与条件は蓄積試験と同じである。分析試料は、試験開始時（蓄積試験終了時）、5,10.20,

30.40燕注日目に各区4～10尾づつ採取し、分析時浅で－20℃で凍結保管した。

（3）分析対象餌料のカタクチイワシは数十尾の魚体全体についての平均漫度として表示したが、ハ

マチは蓄積試験8～10尾、排世試験4～10尾についての可食部の平均漫度である。

3．分析方法
表l投与したカタクチイワシのPCB濃度、採取年月日、採取海域

可食部試料をできるだけ細

く切り砕いた後、湿璽109を

糖秤する。これを2Nカセイ

カリーエタノールでアルカリ

飼 育区画
餌科

高浪度区中漫度区低漉度便

PCBn度
(ppm;

2．30．340.1!

採取年月日1973年秋1974年7月3日1974年7月26E

採取海域大阪湾大阪湾高知県宿毛刺

分解し、不ケン化物を、一ヘ

キサンで3回抽出する。抽出

液は、水洗、脱水後、ワコー

ゲルS-1,フロリジル(100ケルS-1,フロリジル(100～200mesh)によってクリーンアップを行う。クリーンアップ後､KD

漫縮器で5鉱に浪縮し、そのhueをガスクロマトグラフに注入して、数値化法により定量する。ガ

スクロマトグラフはパリアン社製2100型の使用し、次の条件下で測定した。

Column;2.5*SiliconeOV-lonQaschromQ,(100～120mesh)

Columntemp:|75℃

Iniecもortemp:200℃

Detectortemp:240℃

Carriergas;N,25mi/raia

Char℃speed;5/min

Detectorg3H－ECD

結果と考察

1）成長について

図lに'､マナの成艮曲線を示した。図に示すように、試験開始時約901であったハマチは、70日

間に、A区283ガ、B区3601，C区26“に体璽が増加した。試験開始後20～30日目にかけて、

燕：実験開始40日目の無投餌区はハマチへい死の為サンプリングできなかった。
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各区とも体重の横ばい、或いは低下傾向が見

られる。これは、との間生費設世海面へ河JI

水が流入したことに上って、飼育環境が悪イヒ

し、摂餌が不活発になったことに起因する。

A区には2.3ppm、B区には0．34ppm

C区には0．I5ppmのPCBを含むカタクチ

イワシを投与したが、各区の成長曲線は全般

的にみて、ほx同一であり、A区の,､マチと

他区のそれとで、成長に有恵な差があるとは

考えられない。したがって、2．3ppm程度

のPCBを含むカタクチイワシをハマチに

投与しても、PCBによって、成長が阻害さ

れる心配はないと言える。

2)PCB銀度の経目的変化

′､マチのPCB蓄積状況を図2に示す。A

区では、一部の期間で、摂餌が不活発になっ

た為、漫度の横ばい状態がみられるものの、

試験開始当始0.11ppmの濃度であった'､マ

チが終了時には1.4ppmに達っした。した力

ってこの間、ハマチの可食部急度は約13倍

団1ハマチの成技曲線

10詞”“”“

侭胃日牧

xI1伴文哩各己z4ﾂﾝﾀｪﾂﾝﾌ゚ リングIfg八才子
8－10尾の平殉値で承きれて､､ら．

02PCB湛度の経日的曳化
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増加したことになる。B区では、開始後40日目室では同一の濃度レベルを示しているが、その後わず

かながら鰻度は増加し、終了時には0.34ppmの渥度になった。c区ではPCB過度に変化はなく、試

験期間を通じて、開始当初の湿度に近かった。

この上うに、A区のハマチは明らかにPCBを蓄積し、かつB区でも、試験の後半期にPCB渥度の

増加が鯉められたのに対し、c区ではこのような現象はみられなかった。

このことは餌料が一定糧度以下ではハマチ可食部での体内濃縮は行なわれていないということであり、

をたこの実験を行った水試地先の海域では環境水からの体内濃縮も殆んど行なわれてないことを結果と

して示している。

3）体攻とPCB漉度の関係

体亜とPCB鰻度の関係を図3に示す。図に示したように、A,B両区のハマチは体重の瑚加に伴な

い、PCB漫度もほぼ直線的に珊加しているのに対し、C区ではPCB漫度は同一レベルを示した。こ

のように、体重の増加に対応したPCB漫度の直線的な瑚加が見られ、かつ、PCBの体内渡縮の程度

は餌科の喚度に見合う結果となっている。摂取餌料を'､マチにとっての環境要因の一つと定義するなら、
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水銀等、一部の亜金腕で知られているように、

図3休立モPCB表皮のni<5-.
PCBについても成災に伴永って魚類の体内

漫度は地加し、かつその瑚加率は環境漫庇と
IS

E

正の相関関係にあることを示唆している。 を
ID

さらに、A,B両区のifi線の勾配を比較す
樹

ると、両区の[Hiで8．6:Iの関係が認められmo5
U

且

るが、この比は投与した餌科のPCB湿度比c
琴
“

0．**-064

98

y・0．8x10．2x＋OO
r・0．84

100200300400

の6.8：】に比較的近似している。仲､宝(9)

4)PCBの鰹化物組成

図4－(1)～(3)にPCB塩化物組成の経日的変化を示す。試験側始後、各区のハマチのPCB塩化物組

成は、餌料の塩化物組成に近づくのが判る。すなわち、試験開始当初に比べ、AおよびB区の5塩化物

の制合が珊加しているのに対し、6塩化物の割合ば

逆に減少している。c区ではこの傾向はさらに顕署
124-0)PCB塩化”奴氏の姓日的変化

とをﾊている。開始当初、全休の約50冊を占め､主要
局壊度E(AE)

とをﾊている。開始当初、全休の約50冊を占め､主要

成分であぉた4塩化物の#ﾘ合が10日目で3】筋に低

下しているのに対し、5‘6．7塩化物は名々 9.0,14.7.

7.1妬の割合が23.4.21.I.18.4筋にw卯している。

このように、ハマチのPCB塩化物組成は餌科の組

成に近づいている。この結果、ハマチに将‘慨されるP

CBが主に伽科から摂取したものに由来しているこ

とが判ると共に、一且、取り込まれたPCBは体内の

代謝過程で変化を受けることが少なく、その蚕蚕の

状態で薪秋されているものと考えられる。また前節

の結果とも併せて考えると、PCBによって特異的に

汚染されていない通常の内湾海域ではハマチの体内

漫縮を生じさせる嬰因として餌科に起因するところ

が大きく、漫縮率も餌料濃産と関係があるといえる。

5)PCB蓄状率

A,B両区のハマチはP013を蓄秋、鰻綿し、かつ妃

そのPCBは餌科中のPCBに由来することがすで

に明らかとをへた。そこで次に、投与したカタク

チイワシ中のPCBがどの程度の比率でハマチ可食

部に蓄秋するかを調べてみた。試験結果を表3に示す。
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I)A,B両区については、各均40日目、

50日目以後、餌のPCB塩化物組成を

変えた為、その時までの図を示した。

2）図中の数字は、各塩化物の占める削合例

を表わしている。

表に示されているPCB保持Jitは平均体並に魚
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体中の可食部比率と可食部のPc､B漫度を乗じて求めたものである。期間中、A区は3.6～7．7妬、B

区は4．5～12.3妬、O区は4．3～14.5筋のPCB蓄積率を示した。

試験期間中、一時環境条件が悪化し、摂餌が不活発になった等の問題点もあるが、この蓄積率の全平

均値を用いて、商品サイズのハマチの可食部濃度がPCB許容基準航を越える場合のカタクチイワシ投

与量を算出してみた。1K'の'､マチの可食部重量を可食部比率(0.41)から4009とし、かつカタクチ

イワシの投与量に対応してPCB濃度も増加し続けるものと仮定する。このハマチの濃度が3ppmの

基準値になるには、可食部中に1200〃9のPCBを保持しなければならない。したがって、餌科中の

PCBが可食部に蓄積する比率は6．5筋であったことから、ハマチに約18.5×103"9のPCBを餌料を

通じて投与すれば基準値に達することになる。

大阪湾産カタクチイワシの各生長段階ごとの平均PCB濃度は大羽イワシ（体重7．01以上)1.4

ppm、中羽イワシ(2．0～6．91）0．80ppm、小羽イワシ(0.4～1.9)0.51ppmであることが

すでに判明している。これらのことから、大阪湾産大羽イワシでは、約13町以上、中羽イワシで

は、約23胸以上、小羽イワシでは､約36噂以上、各々投与した場合のみハマチはPCB許容基準を越

えることとなる。しかし、ハマチの一般的な増肉係数は6～10の値を示し、体重をlK9にするには6

~10町の餌料を投与すればよいことが知られているので、中、小羽はもちろん大阪湾の平均的な大羽

イワシで継続して養殖しても内海魚の基準値を上回る可能性はない。従って、PCBで特別に汚染され

ていない内湾海域で養殖を行い、かつ許容基準値を3ppmとすれば、′､マチ養殖用餌料に大阪湾産カ

タクチイワシを用いても一応安全であると結鹸することができる。

－37－

17、

ﾛ■戸'▽'やL

?.51.7､亀.･．
/／

鞠
、､,、

､豚;、
,.、,L

17． 51．7'．、：‘､． 伽僻

〃
今
･486 稔崩

』'ﾉ,ﾉ 蝉ド 310． )解ﾀZ|榊州

i･20C
寺 ﾙ輔〃 帽#洲 ＝

e▽.,,'13．*､弓
③▼可.-LUq

;W,.45.6.y...'.: ,､18:2 {鶴ｳル'榊榊昨圭室

6キ誼と (＃*婚{ｹﾙ琳削， 垂11（ 、封64=：．“
、~』 橡靴 熊＄

229． /筋4〈 )(胃僧ビ
q■

45：
L

縄， 鱒

ﾄﾐ214． /7鱗/しZW卵 一

･171
d告 '淵＃ ¥樹AI,¥ －2童電一



表2可食部のPCB蓄積率

1)PCB保持量=(平均体瞳×可食部比率×可食部鰻度)-4.0

可食部比率は98尾の可食部比率を平均した価（0.406）を用いた。

6)PCBの排潅について

薪横試験終了後、粥濃度区の'､マチをフェノパルピタール添加低繊度餌料投与区、薪柵試験終了後、商濃度区の'､マチをフェノパルピタール添加低繊度餌料投与区、低渥殴餌料投与区、

無投餌区の3区に分けて40日IⅢ飼育し、5～10日ごとにとり上げ、その後の浪庇を綱べてみた。

フェノパルピタールは一般に薬物代闘促進物質として知られており、フェノパルピタールを腹腔内投与

したマウスは、通常のマウスに比ぺ、PCBの代謝作用（排瀧能）が増大することを、吉村らは確認し

ている。

この実験は一旦、体内にとり込吏れたPCBが投餌の中止や、排池促進剤の添加等、2．3の飼育条件

を変化させることによって、排世を促進するととの可能性について、検討するため予備的に行ったもの

で、狼度変化の経過を図5に示した。

図から判るように、各区とも、30日以上経過してもPCB狸度の減少は狸められず、排澄試験開始
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時（蓄積試験終了時）の濃度、1.4ppm

に近い値を示しており、投餌を中止して

魚を飢餓状態にすることによっても、主

た排世促進剤を投与しても、何ら排世を

促進する作用は果していない。したがっ

て、ハマチでは一旦、蓄積したPCBは

容易に体外に排世されず、長期間、体内

に磯価することが予想される。

図5PCBの排進次況
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今回、PCB濃度の判明している3籾

顛のカタクチイワシを投与し、ハマチ可食部のPCBの蓄鯛、並びに排世について若干の検討を行った。

カタクチイワシを連続投与した為、試験中、病魚が出現した等、飼育の面でIll]題点もあるが、結蹟とし

て次のようなことがいえる。

①2.3ppm程度のPCBを含む犬阪湾産カタクチイワシを投与しても、PCBによってハマチの成長

が阻害されることはない。

②商漫度餌料投与区のハマチは明らかにPCBを蓄積し、70日間で可食部渥度は約13倍も瑚加し

た。

③体亜とPCB浪庇の関係、及びPCB塩化物組成の経日的変化等に関する結果から、PCBで汚染

されていない海面で養殖を行う掲合、ハマチ体内のPCBは主に餌料中のPCBに由来する。

④ハマチ可食部のPCB蓄積率、及び瑚肉係数等を考えあわせるならば、養殖用餌科として大阪湾産

大羽カタクチイワシを使用しても、ハマチ可食部のPCB漫度は内海魚の斬定基準値を上廻る可能性

は少ないと考えられる。

⑤帯積試験終了後、1ケ月以上低漫庇餌料しても、魚体内のPCB濃度は域少したか.､たことから、

PCBは相当、長期Ill]、ハマチ体内に残留することが予想される。
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2）大阪湾産カタクチイワシの成長にともなうPCB

の蓄積

城久・矢持進・安部恒之

大阪湾産カタクチイワシを継続的に採取して魚体の成長に伴うPCBの蓄積について検討した。体内

のPCBレベルは一般に体災に対して指数関数的に、体煎に対して一次の比例関係で瑚加するが、系群

の特徴が比較的明確な検休に限ってみると体重に対するPCB浪度は勾配の異なる2つの直線上に別れ

て配列する。一つは内海発生鮮であり他の一方は外海発生鮮であると推測される。戎た体内の脂質ft.と

PCBJi'rの間には一次に近い比例側係があり、2群のPCB帯状状況の差は成長の限られた期間内にお、

ける脂質の取込最の相違に起因する。

なお､この研究の詳細については日本水産学会誌第42巻1号(1976年)に掲戦されている。

－40－



漁況調査

林 凱夫

毎月下旬、春木、岸和田、泉佐野、尾崎、淡輪、深日の6漁協にお､ける着業漁業について、その漁場

と漁獲状況を聴取り、通報としてとりをとめ、府下の漁協をはじめ関係先へ送付している。

本年の大きな特色は、府下総漁猫赴が巾着網によるカタクチイワシ、マイワシの大豊漁で37,7031

（農林水産統計）と過去に例のない記録を作ったことであろう。この漁獲量は昨年の43缶増であり、

過去最高であった昭和46年の31,269tと比較しても20筋の増加である。その他ガザミの漁獲量力酢

年の粥に、カタクチシラスが％に減少したこと等が挙げられよう。

昭和49年1月～12月における各漁協の着業漁業種類と漁況ならびに魚類価格を表に、漁場を図に

し以下に示した。その概要は以下のとおりである。

巾着網；6月初めから10月中旬左で出漁した。漁期前半(6,7月）はマイワシ主体の漁で、6月

には体長10～12caのものが1日1統あたり（以下同様)45.000～70.000岬、7月に入ると体長

12～15画のものが30.000噂前後漁獲された。約20冊を鮮魚として京阪神へ、残りはカタクチイワ

シ（6月6,000町、7月7,50QK9）とともに餌料として三Ⅲ県へ出荷された。中、後半(8．9,10

月）はカタクチイワシが主体となり、8月には60.000胸、9月では37.500彫、10月に25,000噂の漁

猿がみられた。6～10月と漁期の長かったこと、(47年6～9月、48年8～10月）各月とも好漁

であったことにより、府下年間合計は、マイワシ4,036t(農林水産統計）、カタクチイワシ23.029t

（同）の漁獲を揚げている。

ぱ･つち網；10月中旬～12月中旬の秋ばつちの漁業期間中に漁獲されるカタクチシラスは、湾内

で8～10月に産卵された群が対象となるが、本来は例年と比べこの時期のカタクチ卵の出現が少なく、

（浅海定線による⑬ネットl曳網あたりの出現数8月16.6，9月11,6，10月5．8)昨年の23~

45缶であった。このため漁期初めから不漁で10月100池、11月200噂の漁護であった。そして

大半の当該漁船が漁期半ばで出漁をとりやめた。秋ばつちによる府下総漁獲量は184℃で昨年の17冊で

ある。

貝げた網；昨年は岡山県および九州方面へのモガイ梱苗の需要が激減し、貝げた網は不振であった。

しかし本年に入り種苗用モガイの需用が回復し、岸和田漁協等の漁船が1～6月の間出漁した。漁獲量

は2.000～5.000噂で、府下総漁獲量は2.693t(農林水産統計）となり、昨年の4.8倍である。漁場

は泉佐野～岡田の沖合500～2,000mの海域である。

石げた網：アカガイ、コウイカ、マダコ、クルマエビ、ヨシエピ、小エビ類（主にサルエピ）、ガ

ザミ、シャコ、オニオコゼ、カレイ類、シダ類などを、1月60～90彫、2～4月40～70町、5～

10月60～75町、11，12月90～140町漁獲している。昨年好漁であったガザミが本年は、l～7
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月のIll]2～1OKy，8～I2月15～33K5>と漁期全般を通じかなり減少している。

えびごぎ網；小エビ類が昨年に引き続き好漁であった。5～12月の漁業期間中、I0月は1日l

統あた1)3OKﾂ程庇であったが、･他の月は45～75K，の漁猿を揚げている。他の底びき綱の漁狸も合

せた小エビ額の府下年間漁獲ttは921t(農林水産統計）で、47年以来年AJ加がみられ、(4．7年

578t，48年735t)近年の雌低斌を示す46年(405℃）の倍以上となっている。

板びき網；コウイカ、ジント・ウイカ類、小エビ頚、マアナゴ、イポダイ、キス、イシモチ（シログ

チ）、シダ頚等を1～4月お､よび10月には50～80噸、他の月では75～170町漁獲している。盛漁

期は5～I2月で、l～3月は深日漁協抑一部の漁船が出漁するのみである。

たこつぼ；南部地先で周年操業しており、漁況ききとりを実施している組合の中では、淡輪、深日

漁協で操業されている。1日1統あたり80～120のつぼ（有蓋式）を、l～4月には5～10日、他の

時期で3～4日Ⅲl隔で取揚げ、マダコを1～5月は12～16町、6～12月には20～40K，漁獲している。

特に本年は11.12月が好漁で40町の漁獲がみられる。なお年間を通じても例年以上の漁である。

し､いだこっぽ；2，3月淡桧地先で操業された。イイダコ6～8K'の漁獲で、卵を保有していた個体

は約70弱である。昨年を下回る漁となった。

定圏綱；6，7月にマイワシ（20～50Ky/1日】統）、7～10月にマプジ（体長10～15函、30

～50Kｼ／1日】統）の好漁がみられた。他の魚籾はほぼ例年並。

建網；9月を除き終年操業してお､り、クロダイ、カサゴ、メバル、カレイ額など8～3OKj.漁獲し

ている。全般的にみて例年並といえよう。

きす建網;4～9月に出漁し、キスの6～25彫を主体に、マアジ、イシモチ（シログチ）、ネズ

プポ顛等合せて7～25噂を漁獲している。昨年、一昨年を上回る激である。

かに建網；昨年が好漁であったため、聯木から20統、尾崎から10統、深日から12統と昨年以

上の漁船が出漁したo(48年、赤木15統、尼崎7統、深日7統）しかし1日l統あたりの漁猫吐は昨

年に比べ半減し、9月、10月とも300～700gのガザミが20Kﾂ前後であった。なお本年はガザミの

価格が良く1.300～2．000円／彫と昨年の倍以上で取引きされた。

たちうお釣；7月から11月末誉で出漁した。体爪4009以下の小型タチウオの釣獲された7.8月

に75Ky/l0l統の漁獲がみられたが、体砿400～7001の大型タチウオの釣獲された9～11月で

は35Ky/l日l統以下であった。価格は大型ほど良く、l彫当り7月100円、8月150円、9月350

円、I0J]500円であった。

のべなわ；；作木、岸和田の漁船が出漁した。2月、12月にはあなご細で操業し、マアナゴをそれ

ぞれ25.351v漁猫している。3～5月にはかれい細で操業し、マコガレイ、イシガレイなど合せて13

～20彫の漁獲であった。漁槻はいづれも泉大津～泉佐野地先である。

－‘12－



昭和49年組合別操業漁業種類

昭和49年1月～12月漁況

巾蒲網 K9／1日1統
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昭和49年月別魚類価格（円／彫）

（毎月下旬漁況調査時、泉佐野・尾崎漁協にてききとり）
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カタクチイワシ漁業陸上調査

林 凱夫

瀬戸内海漁業基本調査の一環として、南西海区水産研究所の委託により実施した。従来の調査で内海

におけるカタクチイワシ資源の動態を解析するための基礎的知見を得たので、本年は昨年に引き院き漁

況予測のための生物鯛査および漁獲日報調査を行った。

調査方法

調査の方法は昭和49年度瀬戸内海漁業基本調査委能要綱に基づくものである。

1．生物調査

（11卵稚仔調査；毎月上旬の浅海定線謁査時、④ネブトの垂直びぎにより採集されたカタクチイワ

シの卵、稚仔の個体数を測定。

（2）体長組成：漁業期間中毎旬200尾の体長(B.L)を穿孔法により測定した。

なお標本重丑の測定も行った。

（3）輔密測定：体是穿孔を行ろた200尾中から、30雌を無作為に抽出し、体長、体Ⅲ、性別、生

殖腺亜量、生殖腺長、脊椎骨数等を測定した。

（4）漁獲統計値：府下のイワシ巾藩網漁船の月別、魚種別、漁獲重量および漁業細目（出漁統数、

出漁日数）について胸査した。

2．漁獲日報調査

イワシ巾着網波船のうち1隻（標本船）を選び、毎日（操業日）の漁護日報胸査表の配幌を漁業者

に依頼した。

調査結果

1.生物調査

(1)卵稚仔調査

毎月上旬の浅海定線調査で採集されたカタクチイワシ卵、お､よび稚仔の出現状況を表】に示す。

卵の出現は5～10月にみられるが、前年の夏、秋季発生群を親魚として産卵される5～7月の卵

の出現は昨年、一昨年と比べかなり多く（5～7月の出現卵の合計は、47,48年の3および5倍）、

本年春季発生群を親魚として産卵された8～10月の卵は逆に少なかった(I可じく％および％強）

また稚仔の出現は6～10月にみられるが、その状況も卵とほぼ同様である。なお秋季のカタクチ

イワシ漁（秋ばつち）は、この8～10月に産卵された群を対象として10～12月に操業するの

であるが、本年は産卵数の少ないことから群が薄く、不漁に終った。

－51－



（21体長組成調査

表2に調査結果を示すb

（3）精密測定

表3に測定結果を示す。なお､詳細については付表7に示す。

（4）漁獲統計値

表4に大阪府鰻巾着網漁業協同組合の資料に基づく調査結果を示す。

府下のイワシ巾蒲網漁船のトン数、機関、漁具、乗組員数は昭和47年度の本報告中で標本船に

ついて示した。他の当業船もほぼ同様の規模である。

本年の出漁統数は8統で、6～10月の漁業期間中の出漁日数は合計848日に及ぶ。

マイワシの漁獲は6～8月にみられ、合計983tで鮮魚として出荷されている。カタクチイワシ

は漁期全般にわたって漁獲され、合計27.1511である。そのうち餌料用として出荷されたものは

85場の23.001t、加工用（煮干し、素干し）としては15秘に相当する4,150tが利用された。

なお、ここに示された飢料川カタクチイワシの中には、餌料用として出荷されたマイワシ（カタク

チイワシと混獲されたり、マイワシのみであっても鮮魚として捌き切れなかったもの）もかなり含

まれている。

当該漁業における本年の水揚げ金額は合計6億7千万円弱で今戎での最高であへた。

2．漁獲日報調査

標本船の漁獲組成を表4に、操業漁場を図に示す。

出漁日数は6月に21日、7月:26日、8月:19日、9月:23B,10月;13日と計102日

で、近年にお､ける峨多出漁日数である。1日あたりの投網回数は4．4回で、l網あたりの漁獲鼓は平

均1l.4tである。魚穫物は6,7月がマイワシ、8～10月がカタクチイワシを主体とし、漁期全般の

組成は、カタクチイワシが75．5筋、マイワシが19.0筋、そのほかヒイラギ、コノシロ、タチウオ、

サバ、スズキ、カマス、アカエイ、サワラ、ブリなどが5.5冊を占めている。

漁場は6～8月は、大阪港一堺一岸和田一泉佐野－尾崎の沖合で、9月は神戸港一西宮一大阪港一

堺一岸和田の沖合である。10月は堺一岸和田一泉佐野沖合で操業している。
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表1カタクチイワシ卵・稚仔調査結果（昭和49年

注、浅海定線調査時、⑬ネットにより採集。
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